
特

別

支

援

教

育

一

、

二

、

三

学

年

国

語

科

学

習

指

導

案 

授

業

者

 

田

代

 

由

希 

一

 

単

元

名

 

り

ょ

う

り

の

ほ

ん

を

つ

く

ろ

う

（

書

く

） 

二

 

単

元

に

つ

い

て

 

【

単

元

設

定

の

理

由

】

 

 
 

本

学

級

は

一

年

生

二

名

（

Ａ

、

Ｂ

）

、

二

年

生

二

名

（

Ｃ

、

Ｄ

）

、

三

年

生

二

名

（

Ｅ

、

Ｆ

）

の

六

名

で

編

成

さ

れ

て

い

る

。 

本

学

級

に

在

籍

す

る

子

ど

も

た

ち

の

実

態

に

つ

い

て

、

国

語

科

の

「

指

導

内

容

表

」

及

び

担

任

の

日

常

観

察

か

ら

、

四

月

に

次

の

よ

う

に

と

ら

え

た

。 

子

ど

も 
「

書

く

」

に

か

か

わ

る

実

態 

Ａ 

（

一

年

） 

自

分

の

名

前

（

名

の

み

）

の

文

字

が

分

か

り

、

な

ぞ

り

書

き

が

で

き

る

。

直

線

や

波

線

を

、

お

お

よ

そ

な

ぞ

り

書

き

で

き

る

。 

Ｂ 

（

一

年

） 

直

線

、

波

線

、

交

差

し

た

線

を

お

お

よ

そ

な

ぞ

り

書

き

で

き

る

。

自

分

の

名

前

を

大

体

の

形

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｃ 

（

二

年

） 

平

仮

名

で

清

音

、

濁

音

、

拗

音

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｄ 

（

二

年

） 

平

仮

名

（

清

音

）

三

十

六

文

字

を

お

お

よ

そ

の

形

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。

二

文

字

ま

で

の

も

の

の

名

前

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｅ 

（

三

年

） 

平

仮

名

（

清

音

の

み

）

を

使

っ

て

、

教

師

の

支

援

の

も

と

四

文

字

ま

で

の

も

の

の

名

前

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｆ 

（

三

年

） 

二

年

生

で

学

習

す

る

漢

字

を

お

お

よ

そ

書

く

こ

と

が

で

き

る

。

自

分

が

経

験

し

た

こ

と

を

短

文

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

 
 

こ

れ

を

受

け

て

、

国

語

科

の

「

書

く

」

に

か

か

わ

る

年

間

目

標

を

次

の

よ

う

に

設

定

し

た

。 

子

ど

も 

「

書

く

」

に

か

か

わ

る

年

間

目

標 

Ａ 

ひ

ら

が

な

（

清

音

）

四

十

六

文

字

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

調

理

で

使

う

道

具

や

材

料

の

名

前

を

ひ

ら

が

な

（

清

音

）

で

か

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｂ 

ひ

ら

が

な

（

清

音

、

濁

音

）

四

十

六

文

字

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

調

理

で

使

う

道

具

や

材

料

の

名

前

を

ひ

ら

が

な

（

清

音

）

で

か

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｃ 

カ

タ

カ

ナ

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

調

理

の

説

明

を

二

語

文

程

度

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｄ 

平

仮

名

（

清

音

、

濁

音

）

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

調

理

の

説

明

を

二

語

文

程

度

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｅ 

平

仮

名

（

清

音

、

濁

音

、

半

濁

音

）

で

、

身

近

な

も

の

の

名

前

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

調

理

の

説

明

を

二

語

文

程

度

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｆ 

三

年

生

で

学

習

す

る

漢

字

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

く

わ

し

く

す

る

言

葉

や

調

理

用

語

を

使

っ

た

り

、

順

序

を

表

す

言

葉

を

使

っ

た

り

し

て

調

理

の

説

明

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

joho3
テキストボックス



文

字

や

文

章

を

書

く

こ

と

は

、

事

物

の

認

識

を

す

る

基

礎

で

あ

る

。

ま

た

、

で

き

ご

と

の

あ

ら

ま

し

や

自

分

の

思

い

を

伝

え

る

手

段

の

一

つ

で

あ

る

。

書

く

こ

と

に

よ

っ

て

形

と

し

て

の

こ

り

、

繰

り

返

し

読

ん

だ

り

、

活

用

し

た

り

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

さ

が

あ

る

。

平

仮

名

の

清

音

を

一

文

字

ず

つ

学

習

す

る

段

階

か

ら

、

濁

音

、

拗

音

と

発

展

し

た

り

、

カ

タ

カ

ナ

の

学

習

に

進

ん

だ

り

し

て

い

く

。

ま

た

、

単

語

の

学

習

か

ら

、

徐

々

に

２

語

文

や

３

語

文

へ

と

助

詞

を

使

っ

て

文

章

で

書

く

学

習

や

、

く

わ

し

く

す

る

言

葉

を

付

け

た

し

た

り

順

序

よ

く

書

い

た

り

す

る

学

習

へ

と

丁

寧

に

扱

っ

て

い

く

。 

子

ど

も

た

ち

は

、

五

月

に

国

語

「

も

の

の

な

ま

え

」

で

、

遠

足

の

持

ち

物

や

行

き

先

の

名

前

を

平

仮

名

や

カ

タ

カ

ナ

、

漢

字

を

使

っ

て

書

い

た

り

、

読

ん

だ

り

し

て

き

た

。 

 
 

そ

れ

を

踏

ま

え

、

本

単

元

終

了

時

の

目

標

を

次

の

よ

う

に

設

定

し

た

。 

子

ど

も 

「

書

く

こ

と

」

に

か

か

わ

る

本

単

元

終

了

時

ま

で

の

目

標 

Ａ 

道

具

や

材

料

の

名

前

の

一

部

の

ひ

ら

が

な

（

清

音

）

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｂ 

道

具

や

材

料

の

名

前

を

ひ

ら

が

な

（

清

音

・

濁

音

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｃ 

材

料

や

道

具

の

名

前

を

カ

タ

カ

ナ

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。

ま

た

、

調

理

内

容

を

表

す

言

葉

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｄ 

道

具

や

材

料

の

名

前

を

ひ

ら

が

な

（

清

音

・

濁

音

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｅ 

道

具

や

材

料

の

名

前

を

ひ

ら

が

な

（

清

音

・

濁

音

・

拗

音

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。

ま

た

、

調

理

内

容

を

表

す

言

葉

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｆ 

順

番

を

表

す

言

葉

を

使

っ

て

、

調

理

の

説

明

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。

詳

し

く

す

る

言

葉

を

書

き

加

え

る

こ

と

が

で

き

る

。 

本

単

元

で

は

、

調

理

材

料

の

名

前

の

一

文

字

を

練

習

す

る

こ

と

、

単

語

の

学

習

、

名

称

の

単

語

と

活

動

内

容

を

表

す

単

語

の

学

習

、

調

理

の

手

順

を

順

序

よ

く

文

章

で

書

く

学

習

ま

で

を

扱

う

。

こ

れ

は

、

文

字

を

使

っ

て

構

成

し

た

り

記

述

し

た

り

す

る

力

の

向

上

に

つ

な

が

る

と

考

え

る

。

ま

た

、

生

活

単

元

学

習

で

使

用

す

る

具

体

物

や

活

動

と

つ

な

げ

て

学

習

す

る

こ

と

で

よ

り

理

解

が

図

ら

れ

る

と

考

え

、

本

単

元

を

設

定

し

た

。 

本

単

元

で

の

学

習

を

受

け

て

、

次

の

国

語

科

の

「

た

の

し

か

っ

た

遠

足

」

で

は

、

経

験

し

た

こ

と

を

想

起

し

て

、

遠

足

の

活

動

や

行

き

先

を

単

語

で

書

い

た

り

、

順

序

よ

く

書

い

た

り

す

る

学

習

へ

と

つ

な

げ

て

い

く

。

ま

た

、

十

一

月

の

生

活

単

元

学

習

「

お

み

せ

や

さ

ん

を

し

よ

う

」

と

関

連

し

た

「

り

ょ

う

り

の

ほ

ん

を

つ

く

ろ

う

②

」

で

の

ス

テ

ッ

プ

ア

ッ

プ

し

た

り

へ

つ

な

げ

て

い

き

た

い

。 

  

【

研

究

に

か

か

わ

っ

て

】

 

（

一

）

 

生

活

単

元

学

習

と

関

連

さ

せ

た

学

習

活

動

 

本

単

元

「

り

ょ

う

り

の

ほ

ん

を

つ

く

ろ

う

」

は

、

生

活

単

元

学

習

の

校

内

合

宿

の

調

理

で

使

う

た

め

の

料

理

の

本

を

書

く

学

習

で

あ

る

。

校

内

合

宿

は

、

学

校

へ

宿

泊

を

し

、

校

外

学

習

へ

出

か

け

た

り

、

キ

ャ

ン

プ

フ

ァ

イ

ヤ

ー

を

し

た

り

、

子

ど

も

た

ち

が

と

て

も

楽

し

み

に

し

て

い

る

活

動

で

あ

る

。

そ

の

中

で

、

自

分

た

ち

が

食

事

を

作

る

こ

と

も

楽

し

み

の

一

つ

で

あ

る

。

そ

の

際

に

使

う

「

り

ょ

う

り

の

ほ

ん

」

、

お

い

し

い

料

理

に

す

る

た

め

に

、

必

ず

使

う

物

で

あ

り

、

書

く

こ

と

の

必

要

感

を

も

つ

こ

と

が

で

き

る

学

習

で

あ

る

と

考

え

る

。

ま

た

、

完

成

し

た

「

り

ょ

う

り

の

ほ

ん

」

を

使

い

な

が

ら

料

理

を

完

成

さ

せ

る

こ

と

で

、

自

分

の

書

い

た

物

が

役

立

つ

こ

と

を

実

感

を

伴

っ

て

感

じ

る

こ

と

が

で

き

る

と

考

え

る

。 

 



   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

目

的

意

識

・

意

欲

の

向

上 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

使

っ

て

み

る 

  

（

二

）

 

一

人

一

人

の

学

習

内

容

の

系

統

的

把

握

 

 

単

元

を

構

成

す

る

に

当

た

っ

て

は

、

子

ど

も

の

た

ち

の

実

態

を

踏

ま

え

な

が

ら

学

習

内

容

に

無

理

が

な

く

ス

テ

ッ

プ

ア

ッ

プ

す

る

よ

う

に

配

慮

す

る

。

具

体

的

に

は

一

人

一

人

の

課

題

に

応

じ

て

以

下

の

表

の

よ

う

な

段

階

化

し

た

指

導

を

す

る

。 

子ども 

前

単

元

ま

で

の

 

到

達

内

容

 

本

単

元

の

目

標

 

次

に

め

ざ

す

力

 

第

１

次

 

第

２

次

 

Ａ 

ひ

ら

が

な

八

文

字

を

お

お

よ

そ

の

形

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

材

料

の

名

前

の

一

部

を

平

仮

名

（

清

音

の

み

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

道

具

の

名

前

の

一

部

を

平

仮

名

（

清

音

の

み

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

遠

足

に

か

か

わ

る

平

仮

名

の

一

部

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｂ 

ひ

ら

が

な

十

七

文

字

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

材

料

の

名

前

を

平

仮

名

（

清

音

・

濁

音

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

道

具

の

名

前

を

平

仮

名

（

清

音

・

濁

音

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

遠

足

の

活

動

を

単

語

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｃ 

カ

タ

カ

ナ

十

文

字

を

お

お

よ

そ

の

形

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

材

料

や

道

具

の

名

前

を

カ

タ

カ

ナ

や

平

仮

名

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

行

動

を

表

す

言

葉

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

遠

足

の

活

動

を

２

語

文

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｄ 

ひ

ら

が

な

四

十

一

文

字

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

材

料

の

名

前

を

（

清

音

・

濁

音

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

道

具

の

名

前

を

（

清

音

・

濁

音

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

遠

足

の

活

動

を

２

語

文

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｅ 

濁

音

十

五

文

字

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

材

料

や

道

具

の

名

前

を

平

仮

名

（

清

音

・

濁

音

・

拗

音

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

行

動

を

表

す

言

葉

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

遠

足

の

活

動

を

２

語

文

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

Ｆ 

持

ち

物

や

行

き

先

に

含

ま

れ

る

漢

字

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

順

番

を

表

す

言

葉

を

使

っ

て

、

調

理

の

内

容

を

３

語

文

程

度

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。

 

く

わ

し

く

す

る

言

葉

を

書

き

加

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

自

分

の

経

験

を

想

起

し

、

順

序

よ

く

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

 

〈

国

語

科

〉 

・

平

仮

名

や

片

仮

名

で

材

料

の

名

前

を

書

く

。 

・

平

仮

名

や

カ

タ

カ

ナ

で

道

具

の

名

前

を

書

く

。 

・

調

理

内

容

（

活

動

内

容

）

を

書

く

。 

・

く

わ

し

く

す

る

言

葉

や

、

順

番

を

表

す

言

葉

を

使

っ

て

書

く

。 

〈

生

活

単

元

学

習

〉 

・

り

ょ

う

り

の

ほ

ん

を

見

て

、

材

料

を

準

備

す

る

。 

・

り

ょ

う

り

の

ほ

ん

を

見

て

道

具

を

準

備

す

る

。 

・

り

ょ

う

り

の

ほ

ん

を

見

て

調

理

す

る

。

 

 



三 

学

習

指

導

計

画 
 
 

＊

本

時

は

、

第

六

時 

 
 

各

時

間

の

目

標 

次 
時 

Ａ 

Ｂ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｆ 

一 

一 

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン 

二 
「

こ

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

だ

い

こ

ん

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

サ

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

材

料

（

食

材

）

の

名

前

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

材

料

や

道

具

の

名

前

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

三 

「

に

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

に

ん

じ

ん

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

ラ

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

材

料

（

調

味

料

）

の

名

前

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

鍋

を

火

に

か

け

る

調

理

ま

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

四 

「

か

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

か

に

か

ま

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

れ

た

す

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

ボ

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

道

具

の

名

前

を

平

仮

名

（

清

音

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

し

い

た

け

を

切

る

調

理

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

五 

 

「

ま

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 
「

た

ま

ご

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

マ

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

道

具

の

名

前

を

平

仮

名

（

濁

音

・

半

濁

音

も

含

む

）

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

ね

ぎ

を

切

る

調

理

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

六 

本

時 

「

す

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

れ

た

す

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

あ

ぶ

ら

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

ピ

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

道

具

の

名

前

（

拗

音

含

む

）

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

豆

腐

を

切

っ

て

完

成

ま

で

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

七 

練

習

・

習

熟

を

図

る

。 

二 

八 

「

う

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

ぼ

う

る

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

ゆ

で

た

ま

ご

作

り

の

行

動

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

鍋

を

火

に

か

け

る

行

動

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

鍋

を

火

に

か

け

る

調

理

ま

で

を

く

わ

し

く

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

九 

「

さ

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

さ

い

ば

し

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

レ

タ

ス

の

調

理

の

行

動

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

し

い

た

け

の

調

理

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

し

い

た

け

の

調

理

を

く

わ

し

く

書

く

こ

と

が

で

き

る

。

 

十 

「

る

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

ざ

る

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

か

に

か

ま

の

調

理

の

行

動

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

豆

腐

の

調

理

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

豆

腐

の

調

理

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。（

主

語

は

道

具

）

 

十

一 

「

な

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

な

べ

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

大

根

や

人

参

の

調

理

の

行

動

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。

 

ね

ぎ

の

調

理

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

ね

ぎ

の

調

理

を

く

わ

し

く

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

十

二 

「

ら

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

「

ぴ

い

ら

あ

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

ド

レ

ッ

シ

ン

グ

作

り

の

行

動

を

書

く

こ

と

が

で

き

る 

完

成

ま

で

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

豆

腐

を

切

る

調

理

か

ら

完

成

ま

で

を

く

わ

し

く

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

十

三 

完

成

し

た

レ

シ

ピ

を

見

せ

合

う

。 

  



四 

本

時

の

学

習 
（

一

） 

ね

ら

い 
 
 

「

三 

指

導

計

画

」

の

第

六

時

を

参

照

。 

（

二

） 

展

開 

学

習

活

動 

形

態 

◎

主

な

学

習

活

動 
 
 
 

○

個

の

学

習

活

動 
 
 
 

★

支

援 

Ａ 

Ｂ 

Ｄ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｆ 

一 

前

時

の

学

習

内

容

の

確

認 

 
 
 
 

（

五

分

） 
集

団 

◎

前

時

の

学

習

内

容

を

確

認

す

る

。 

★

想

起

で

き

る

よ

う

に

、

前

時

の

学

習

プ

リ

ン

ト

や

料

理

の

本

を

提

示

し

た

り

、

机

上

に

置

き

見

た

り

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 

 

★

想

起

し

た

こ

と

を

確

認

す

る

た

め

に

学

習

し

た

文

字

を

話

す

場

面

を

作

る

。 
 

 

★

口

を

開

け

て

発

音

す

る

よ

う

に

、

教

師

と

共

に

行

う

。 

★

文

字

と

音

を

対

応

で

き

る

よ

う

に

、

指

で

押

さ

え

な

が

ら

読

む

よ

う

に

促

す

。 

★

口

を

開

け

て

は

っ

き

り

発

音

す

る

よ

う

に

、

教

師

と

共

に

行

う

。 

★

口

を

開

け

て

発

音

す

る

よ

う

に

、

う

な

が

す

。 

★

文

字

と

音

を

対

応

で

き

る

よ

う

に

、

指

で

押

さ

え

な

が

ら

読

む

よ

う

に

促

す

。 

★

友

達

が

聞

き

や

す

い

ス

ピ

ー

ド

で

読

む

よ

う

に

促

す

。 

 

★

お

い

し

い

料

理

に

す

る

た

め

の

学

習

で

あ

る

こ

と

を

確

認

し

、

本

時

の

意

欲

付

け

を

図

る

。 

二 

新

し

い

学

習

内

容

で

の

学

習 

（

一

）

学

習

内

容

の

把

握

（

六

分

） 

 

◎

本

時

で

学

習

内

容

を

伝

え

、

見

通

し

を

も

つ

。 

 

○

「

す

」

を

書

く

学

習

で

あ

る

こ

と

を

知

る

。 

○

「

れ

た

す

」

を

書

く

学

習

で

あ

る

こ

と

を

知

る

。 

○

「

あ

ぶ

ら

」

を

書

く

学

習

で

あ

る

こ

と

を

知

る

。 

○

「

ピ

」

を

書

く

学

習

で

あ

る

こ

と

を

知

る

。 

○

道

具

（

ほ

う

ち

ょ

う

）

を

書

く

学

習

で

あ

る

こ

と

を

知

る

。 

○

と

う

ふ

を

切

る

調

理

か

ら

完

成

ま

で

を

書

く

こ

と

を

知

る

。 

 
 

★

友

達

に

「

れ

た

す

」

の

名

前

を

聞

く

こ

と

で

、

名

前

を

知

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 

★

平

仮

名

カ

ー

ド

を

使

い

「

れ

た

す

」

の

一

部

の

文

字

で

あ

る

こ

と

が

分

る

よ

う

に

す

る

。 

★

「

ぶ

」

の

点

を

と

る

と

「

ふ

」

に

な

る

こ

と

を

確

認

す

る

こ

と

で

、

意

欲

を

も

て

る

よ

う

に

す

る

。 

★

平

仮

名

を

対

応

さ

せ

て

、

提

示

す

る

こ

と

で

「

ピ

ー

ラ

ー

」

の

一

文

字

で

あ

る

こ

と

や

、

音

を

確

認

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 

★

「

ち

」

と

小

さ

い

「

よ

」

で

「

ち

ょ

」

で

あ

る

こ

と

、

「

よ

」

の

場

所

が

分

る

よ

う

に

マ

ス

に

色

を

つ

け

る

。 

★

残

り

の

枚

数

を

確

認

す

る

こ

と

で

、

見

通

し

が

持

て

る

よ

う

に

す

る

。 

（

二

）

学

習

内

容

の

理

解 

（

十

五

分

）

 

個

別 

◎

そ

れ

ぞ

れ

の

学

習

課

題

に

取

り

組

む

。 

 

○

「

す

」

の

音

と

形

を

対

応

さ

せ

る

学

習

。 

★

「

す

」

の

音

を

識

別

す

る

た

め

に

、

テ

ー

プ

を

聞

い

て

判

断

で

き

る

よ

う

に

す

る

。

（

機

器

操

作

は

、

支

援

員

） 

○

「

れ

」

の

書

き

順

を

知

り

、

書

く

練

習

を

す

る

。 

★

書

き

や

す

い

よ

う

に

補

助

線

や

始

点

に

色

を

つ

け

た

り

す

る

。 

○

「

ぶ

」

の

文

字

を

み

な

が

ら

発

音

を

す

る

。 

★

回

数

を

○

印

で

指

定

す

る

こ

と

で

、

見

通

し

を

持

っ

て

取

り

組

む

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 
○

「

ピ

」

の

文

字

を

み

な

が

ら

発

音

を

す

る

。 

★

回

数

を

○

印

で

指

定

す

る

こ

と

で

、

見

通

し

を

持

っ

て

取

り

組

む

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 

○

「

ち

ょ

」

の

文

字

を

見

な

が

ら

発

音

を

す

る

。 

★

教

師

に

聞

こ

え

る

く

ら

い

の

大

き

な

声

で

読

む

こ

と

を

事

前

に

確

認

す

る

。 

○

手

順

を

追

っ

て

、

と

う

ふ

を

切

る

調

理

を

練

習

用

に

書

く

。 

★

と

う

ふ

を

切

る

手

順

は

、

順

序

を

捉

え

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

、

一

枚

に

複

数

の

写

真

を

入

れ

る

。 



 
 

○

「

す

」

を

な

ぞ

り

書

き

し

た

り

、

書

い

た

り

す

る

。 

★

書

き

や

す

い

よ

う

に

補

助

線

や

始

点

や

終

点

に

色

を

つ

け

た

り

す

る

。 

○

「

す

」

の

書

き

順

を

知

り

、

書

く

練

習

を

す

る

。 

★

書

き

や

す

い

よ

う

に

補

助

線

や

始

点

に

色

を

つ

け

た

り

す

る

。 

○

「

ぶ

」

を

複

数

回

、

な

ぞ

り

書

き

す

る

。 

○

「

ピ

」

を

複

数

回

、

な

ぞ

り

書

き

す

る

。 

○

「

ち

ょ

」

を

複

数

回

、

な

ぞ

り

書

き

す

る

。 

○

清

書

を

す

る

。 

★

回

数

を

○

印

で

指

定

す

る

こ

と

で

、

見

通

し

を

持

っ

て

取

り

組

む

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 

 
 

○

「

す

」

の

つ

く

こ

と

ば

に

「

す

」

を

書

く

。

 

★

学

習

し

た

文

字

の

み

を

書

く

こ

と

で

定

着

を

図

る

。 

○

「

れ

」

や

「

す

」

の

つ

く

こ

と

ば

を

書

く

。 

○

「

ぶ

」

の

つ

く

こ

と

ば

を

書

く

。 

 

○

「

ピ

」

の

つ

く

こ

と

ば

を

書

く

。 

 

○

「

ち

ょ

」

の

つ

く

言

葉

を

書

く

。 

 

○

完

成

ま

で

（

み

そ

、

と

う

ふ

、

ね

ぎ

）

を

入

れ

る

調

理

を

練

習

用

に

書

く

。 

★

最

後

ま

で

書

い

て

か

ら

、

ね

じ

れ

が

な

い

か

確

認

を

す

る

。 

○

清

書

を

す

る

。 

★

身

近

な

も

の

を

書

く

こ

と

で

、

言

葉

の

理

解

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 

★

確

認

す

る

際

に

必

ず

読

む

こ

と

で

、

音

と

文

字

を

対

応

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 

 
 

○

り

ょ

う

り

の

本

に

学

習

し

た

文

字

を

書

く

。 

 
 

★

マ

ー

カ

ー

で

印

を

つ

け

る

こ

と

で

、

書

く

場

所

が

分

る

よ

う

に

す

る

。 

★

「

れ

た

す

」

の

３

文

字

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

、

区

切

り

を

入

れ

る

。 

★

始

め

に

平

仮

名

カ

ー

ド

を

使

っ

て

、

構

成

し

、

見

て

書

け

る

よ

う

に

す

る

。 

★

伸

ば

す

音

に

気

を

つ

け

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

、

読

む

と

き

に

は

指

で

文

字

を

指

し

な

が

ら

行

う

。 

★

始

め

に

平

仮

名

カ

ー

ド

を

使

っ

て

、

構

成

し

、

見

て

書

け

る

よ

う

に

す

る

。 

（

三

）

発

表

（

七

分

）

 

集

団 

◎

そ

れ

ぞ

れ

の

学

習

を

発

表

す

る

。 

★

友

達

の

学

習

が

既

習

内

容

で

あ

る

子

ど

も

は

、

正

誤

評

価

を

行

う

よ

う

に

促

す

。

子

ど

も

同

士

が

む

ず

か

し

い

場

合

に

は

、

教

師

が

評

価

す

る

。 

三 

学

習

の

ま

と

め

（

一

）

ま

と

め

の

ゲ

ー 

 
 

ム 

（

九

分

） 

 

◎

そ

れ

ぞ

れ

の

学

習

内

容

に

か

か

わ

っ

た

活

動

に

取

り

組

む

。 

★

学

習

に

か

か

わ

っ

た

活

動

を

行

う

こ

と

を

意

図

的

に

組

む

こ

と

で

、

学

習

内

容

の

定

着

や

活

用

を

図

る

。 

★

得

点

制

の

ゲ

ー

ム

、

子

ど

も

対

教

師

に

す

る

こ

と

で

、

子

ど

も

同

士

が

応

援

し

合

え

る

よ

う

に

す

る

。 

（

二

）

振

り

返

り 
 

◎

そ

れ

ぞ

れ

の

学

習

を

振

り

返

っ

て

、

が

ん

ば

っ

た

こ

と

を

発

表

す

る

。 

 
 
 
 

（

三

分

） 
 

★

教

師

と

共

に

話

す

こ

と

で

、

学

習

し

た

こ

と

を

ふ

り

か

え

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 

★

自

分

の

書

い

た

も

の

を

見

る

こ

と

で

、

自

分

の

学

習

を

振

り

返

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

す

る

。 

★

友

達

の

発

表

を

聞

き

な

が

ら

、

拍

手

を

し

て

称

賛

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

促

す

。 

   



（

三

）

評

価

規

準 
子

ど

も 
 

具

体

の

評

価

規

準

と

（

－

）

の

際

の

対

処 
Ａ 

（

＋

） 

二

画

目

に

気

を

付

け

て

「

す

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

（

－

） 

補

助

線

を

入

れ

た

り

、

書

き

方

を

音

声

化

し

て

教

師

が

声

を

か

け

た

り

し

な

が

ら

書

く

学

習

に

取

り

組

む

。 

Ｂ 

（

＋

） 

れ

た

す

の

写

真

を

見

て

、

「

れ

た

す

」

の

三

文

字

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 
（

－

） 

補

助

線

を

入

れ

た

り

、

ポ

イ

ン

ト

と

な

る

場

所

に

点

を

入

れ

た

り

し

て

書

く

学

習

に

取

り

組

む

。 

Ｃ 

（

＋

） 
一

画

目

の

折

れ

に

気

を

つ

け

て

「

マ

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

（

－

） 

補

助

線

を

入

れ

た

り

、

ポ

イ

ン

ト

と

な

る

場

所

に

点

を

入

れ

た

り

し

て

書

く

学

習

に

取

り

組

む

。 

Ｄ 

（

＋

） 

「

ぶ

」

の

形

に

気

を

つ

け

な

が

ら

、

「

あ

ぶ

ら

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

（

－

） 

点

を

付

け

る

場

所

の

確

認

を

し

た

り

、

「

ふ

」

の

形

に

補

助

線

を

入

れ

た

り

し

た

「

ぶ

」

を

書

く

学

習

に

取

り

組

む

。 

Ｅ 

（

＋

） 

拗

音

「

ち

ょ

」

を

使

っ

て

、

「

ほ

う

ち

ょ

う

」

を

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

（

－

） 

小

さ

い

「

よ

」

を

書

く

場

所

の

確

認

を

し

て

、

学

習

に

取

り

組

む

。 

Ｆ 

（

＋

） 

順

序

を

表

す

言

葉

を

使

っ

て

、

最

後

ま

で

書

く

こ

と

が

で

き

る

。 

（

－

） 

順

序

を

表

す

言

葉

と

調

理

の

順

序

を

確

認

す

る

学

習

に

取

り

組

む

。 

                  




